
はじめに

色素性痒疹は１９７１年に長島らによって初めて報告さ

れた疾患である１）．色素性痒疹の皮疹の特徴として，

胸部や項部，背部を中心に強い掻痒感を伴う紅色丘疹

および紅斑が繰り返し出現し，皮疹の消褪後に粗大な

網目状色素沈着を残すことが挙げられる２）．本疾患の

原因は未だ不明である．当初は下着などの衣類の摩擦

など外的刺激が誘因と考えられていたが３），最近では

ダイエットや糖尿病，摂食障害などによる高ケトン血

症（ケトーシス）の発症との関連性が指摘されている．

実際，近年は高ケトン血症をきたす状態の患者に発症

した色素性痒疹が多く報告されている．

今回我々は糖質制限ダイエットを契機に発症した色

素性痒疹の１例を経験したので，若干の文献的考察を

加えて報告する．

症 例

患 者：２５歳，女性

主 訴：前胸部，背部の掻痒の強い皮疹

現病歴：２０１６年７月初めより糖質制限ダイエットを開

始した．７月半ばに前胸部の皮疹に気が付いた．１週

間後に背部の皮疹にも気が付いたため，前医を受診し

た．血液検査では特に異常はなく，湿疹としてクロベ

タゾールプロピオン酸エステル（デルモベートクリー

ム�）を処方されたが改善せず，後頚部にも掻痒感を

伴う皮疹が出現した．精査加療目的に当科紹介となっ

た．

既往歴：月経不順で婦人科通院中．

家族歴：特になし．

現 症：前胸部，背部に両側対称性に網目状の紅褐色

斑が散在していた（図１a：前胸部 b：背部）．

一般検査所見：血液検査は特に異常所見なし．糖尿病

なし．尿検査では尿ケトン体が４＋と強陽性であった

（表１）．また，病変部の鱗屑より真菌鏡検査を施行

したが，真菌要素は見られなかった．

病理組織学的検査：表皮は不規則に軽度肥厚し，一部

では海面状態が見られた．真皮浅層の血管周囲にリン

パ球が少数浸潤していた（図２）．

診 断：掻痒の強い特徴的な皮疹から色素性痒疹と診

断した．糖質制限ダイエットを開始した既往と，尿中

ケトン体４＋から，ケトーシスに伴う色素性痒疹と診

断した．

治療と経過：糖質制限ダイエットの中止を指示し，ミ

ノサイクリン（ミノマイシン�）１００mg/day，ベポタ

スチンベシル酸塩（タリオン�）２０mg/dayを処方し

た．１週間後の再診時には掻痒感は消失しており，前

胸部や背部の網目状の紅斑は淡くなり，淡褐色色素沈

着となっていた．以降，症状の再燃はみられない．
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考 察

色素性痒疹は，１９７１年長島らによって提唱された疾

患である１）．思春期前後の女性の前胸部，後頸部，背

部に好発し，激しい掻痒を伴う紅色丘疹を繰り返し，

後に網目状の色素沈着を残すという極めて特徴的な臨

床経過を示す２）．特徴的な臨床症状なため診断は容易

である．色素性痒疹の病因はいまだ不明であるが，糖

尿病，ダイエット，ペットボトル症候群などのケトー

シスをきたす疾患との合併例が多く報告されてお

り４）～７），その関連性が疑われている．ケトーシスと

はケトン体が血液や尿中に正常量以上存在する病態で

ある．症例報告の中にはケトーシスの改善とともに皮

疹の改善した症例や，ケトン体の値が臨床症状と相関

し，皮疹消退時にケトン体が陰性となった症例もあ

る８）．ケトーシスを生じた全例で色素性痒疹が生じる

わけでは無いため，衣服の刺激等その他の外的誘因が

発症に関与しているのかもしれない３）．

過去２０年間本邦で報告された，ダイエット後に生じ

た色素性痒疹１７例と自験例について検討した（表２）．

発症年齢は１５歳から３０歳で，平均２２歳であった．男性

４名に対して女性１４名とやはり女性に多い傾向があっ

た．思春期前後の女性の方が，ダイエットに強い関心

表１ 血液・尿検査所見

【血液検査】

WBC ５，３７０ /μl
neutro ５３．８％，lympho ３７．８％，mono ６．７％，eosino １．３％，baso ０．４％

RBC ５００×１０４ /μl
Plt ２３．２×１０４ /μl
AST １６ IU/l, ALT ９ IU/l, LDH １６９ IU/l, CK ８６ IU/l, T-bil ０．８mg/dl

BUN １１mg/dl, CRE ０．６３mg/dl

Na １３９mEq/l, K ４．６mEq/l, Cl １０３mEq/l

CRP ０．０６mg/dl, BS ７９mg/dl, HbA１c ５．０％

【尿検査】

尿比重１．０３８，尿 pH６．０

尿蛋白１＋，尿蛋白定量７０mg/dl，尿糖 －，尿糖定量０mg/dl

尿ケトン体 ４＋，尿潜血 ＋－，尿ウロビリノーゲン ＋－，尿白血球 １＋

【尿沈査】

赤血球 ５‐９／視野，白血球１０‐１９／視野，扁平上皮２０‐２９／視野

硝子円柱 －／視野，顆粒円柱 －／視野

図１ 臨床像（a：前胸部 b：背部）

図２ 病理組織像
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を持っていることを反映しているのかもしれない．尿

中ケトン体については，記載のあった１４例全て陽性で

あった．また，血中総ケトン体について記載のあった

１０例についても全例で高ケトン血症が見られている．

以上よりダイエット後に生じた色素性痒疹に関して

は，ケトーシスが発症に関与していると思われる．本

症例でも血中ケトン体は測定していないが，尿中ケト

ン体は４＋でケトーシスであった．尿中ケトン体測定

は簡便であるが，ケトン体の一部である３‐ヒドロキ

シ酪酸を測定できない欠点を有する．そのため尿中ケ

トン体陰性の場合は，血中ケトン体を測定する必要が

ある．また，体内のケトン体を経時的変化を見る場合

も，尿中ケトン体測定は適さず，血中ケトン体の測定

が必要である９）．

治療については，１８例中１２例でミノサイクリン内

服，１２例でダイエット中止（うち８例はミノサイクリ

表２ 過去２０年間本邦で報告されたダイエット後に生じた色素性痒疹１８例

症例 年齢／性別 尿
ケトン体

血中
総ケトン

（０‐１３０μmol/l）
糖尿病 治療 経過 報告者（報告年）

１ ２４／M ND ND
ミノサイクリン内服
ダイエット中止 軽快 山本ら（１９９５）

２ ３０／F 陽性 ８６５μmol/l ダイエット中止 軽快 折原ら（１９９６）

３ ２０／F 陽性 ６６５μmol/l ミノサイクリン内服
ダイエット中止 軽快 折原ら（１９９６）

４ ２５／F 陽性 ND DDS内服 軽快 松下ら（１９９７）

５ １６／F 陽性 ４９０μmol/l 無し ダイエット中止 軽快 大西ら（１９９７）

６ ２２／F 陽性 ND 無し ミノサイクリン内服 軽快 竹内ら（１９９７）

７ １９／M 陽性 ND
DDS内服
ダイエット中止 軽快 谷野ら（１９９７）

８ ２４／F 陽性 高値 ミノサイクリン内服
ダイエット中止 軽快 竹内ら（１９９８）

９ ２３／F 陽性 高値 ミノサイクリン内服
ダイエット中止 軽快 竹内ら（１９９８）

１０ ２３／F 陽性 １，１４８μmol/l ダイエット中止 軽快 落合ら（２０００）

１１ １５／M ND ND ミノサイクリン内服 軽快 小尾ら（２００２）

１２ １７／F ND １，４９８μmol/l ミノサイクリン内服 経過観察 山下ら（２００４）

１３ ２９／F ND １，７２５μmol/l ミノサイクリン内服 経過観察 山下ら（２００４）

１４ ２２／F 陽性 ND
ミノサイクリン内服
ダイエット中止 軽快 山田ら（２００４）

１５ ２０／F 陽性 ２，６５０μmol/l 無し ミノサイクリン内服
ダイエット中止 軽快 崎山ら（２００８）

１６ １９／F 陽性 １，９６９μmol/l 無し ミノサイクリン内服
ダイエット中止 軽快 寺田ら（２０１０）

１７ ２８／M 陽性 ND 無し 三浦ら（２０１２）

１８ ２５／F 陽性 ND 無し ミノサイクリン内服
ダイエット中止 軽快 自験例

ND；記載なし

VOL.２２ NO.１ MARCH ２０１７ 糖質制限ダイエット中に発症した色素性痒疹の１例 69

ｌ／ＭｅｄｉｃａｌＪｏｕｒｎａｌ　２０１７年／１本文：総説・原著・症例・臨床経験／１２症例：山崎佳那子　Ｐ０６７  2017.0



ン内服かつダイエット中止）されているが，経過が不

明な３例を除き全例で皮疹の軽快が見られている．た

だ３例はダイエットの中止のみで皮疹が軽快してい

る．本症例ではミノサイクリン１００mg/day，ベポタ

スチンベシル酸塩２０mg/dayの投与と糖質制限ダイ

エットの中止を指示した．１週間後，皮疹は軽快し，

掻痒も消失していたが，糖質制限ダイエットの中止の

みで軽快した可能性もあると思われる．安易な投薬は

避け，まずは糖質制限ダイエットの中止指示のみで経

過を見るべきであったと反省している．

糖質制限ダイエットは，ここ数年でブームとなって

いる食事制限のダイエット法である．具体的には，日

本人の食事で１日に摂る糖質量は２６０gが平均とされ

ているところを，糖質摂取量を体重（kg）×１g程度以

内に抑え，グリコーゲンの枯渇による糖新生の活性化

により脂肪組織の分解をより進めるという方法であ

る１０）．体内のエネルギー代謝においてグルコースより

も脂肪酸利用が増加すれば，体内のケトン体が増加し

ケトーシスに傾き，色素性痒疹発症因子に成り得る．

厳格な糖質制限は，色素性痒疹の原因と成り得るた

め，注意が必要である．また思春期前後の体幹に出現

した，掻痒の強い網目状の褐色紅斑を見たときには，

色素性痒疹も考慮に入れてダイエット歴など詳細な問

診が必要である．

終わりに

糖質制限ダイエット中に発症した色素性痒疹の１例

を経験した．

糖質制限ダイエットでは，糖質の摂取量を制限しす

ぎると最終的にはケトン体の合成が亢進され，ケトー

シスとなり，色素性痒疹の発症因子となる．過度な糖

質制限ダイエットを行うと色素性痒疹を発症するリス

クが生じることを理解しておくことが必要と考える．
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A case with prurigo pigmentosa which developed
on a carbohydrate restricted diet

Kanako YAMASAKI, Maiko TAMAKI, Yasutoshi HIDA

Division of Dermatology, Tokushima Red Cross Hospital

A ２５-year-old female presented with prurigo pigmentosa which developed on a carbohydrate restricted diet.

Prurigo pigmentosa is a dermatosis characterized by erythropapular rash and a net-like pigmentation, occurring

frequently on the chest, nape, and back in young women. The cause of this disorder is still unknown. However,

it is relevant to a strict diet or a starved state with fasting and to the onset of diabetes mellitus. Furthermore,

many cases with hyperketonemia and positive urinary ketone bodies have been reported. Our case showed uri-

nary ketone bodies to be high, at４+. This suggests that ketosis might be involved in the onset of this form of

dermatosis.

Key words : prurigo pigmentosa, carbohydrate restricted diet, ketone body, ketosis
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